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皆様、おはようござ

います。文部科学省高

等教育局大学振興課の

吉成と申します。よろ

しくお願いします。本

日は山形大学 APキック

オフシンポジウムが開

催されますことをお祝

い申し上げます。また

本シンポジウムの開催

に当たりまして、御尽

力されました、小山学

長・安田理事を初め、山形大学の皆様に深く敬意を表します。本日は基調講演ということ

で依頼を受けていますが、実は私９月からの担当でございまして、まだ２か月と日も浅い

んですけれども、何が話せるかな、面白い話ができればなと思ったんですけれども、ちょ

っとまだそういう知識と話術と持っていませんので、こういう場ですから、せっかくです

ので大学教育再生加速プログラムの目的と概要ということでお話しさせていただきたいと

思います。しばしお付き合いいただければと思っております。 

 では早速ですけれども、近年様々な方面から大学改革の必要性が指摘されております。

大学教育そのもののあり方、何を教えるかということではなくて、学生が何ができるよう

になるかという視点でございます。そのため学生目線の教育改革に取り組む、大学教育再

生加速プログラム（AP）を平成 26年度から実施し、現在 78の大学等による 77の取組を

支援しております。文部科学省としてもその更なる充実を図りたいと考えております。山

形大学におかれましては、本年度創設しました新たな課題、テーマⅤ「卒業時における質

保証の取組の強化」に対して、先駆的に取り組む大学として採択されております。これま

で取り組んでこられた EMIRや FDネットワークつばさ等の実績を踏まえつつ、この課題に

チャレンジされている意欲に敬意を表しますとともに、事業の着実な遂行を期待しており

ます。さて大学教育再生加速プログラム（AP）ですが、ここ最近の大きな大学改革の流れ

を汲み、本年度「高大接続改革推進事業」という副題を冠し、より発展的に装いを新たに

しております。ここでは APの概要、そしてなぜ「高大接続改革推進事業」としてリニュ

ーアルされたかなどについて御説明したいと思います。  



 ではスライドを御覧

いただいて、ここで改

めて申し上げることで

もないんですけれど

も、少子高齢化や経済

のグローバル化が進む

中で、我が国の社会構

造も劇的に変化してお

ります。今後も経済成

長を続け、豊かな社会

を維持していきたいと

考えたとき、まずこの

スライドにあるような状況に向き合わなければならないということでございます。近年は

新興国の台頭も著しく、一人当たりの GDPを見ても、我が国のプレゼンスが小さくなって

きております。これは高齢化社会の進展による生産年齢人口の減少もさることながら、一

人当たりの労働生産性の低さもその理由として指摘されております。今後はますます生産

年齢人口が減少していくことが予想されております。表の下を御覧いただければと思うん

ですけれども、そのため労働生産性をいかに高めていくのかという課題に対して、真剣に

向き合っていかなければならないということでございます。 

 

大学については、経

済学の世界でも人的資

本論やシグナリング理

論などが議論されてお

ります。１枚目のスラ

イドで御紹介したよう

に、今後は大卒という

シグナル、学歴を与え

るだけの存在ではな

く、人的資本をいかに

形成していくのかとい

う課題に対して、大学

は本腰を上げて取り組まなければなりません。このスライドは、大学への期待を産業競争

力という視点から記した一例に過ぎませんが、この中でも個人の可能性が最大限発揮され

るような人材力強化というところは、あらゆる分野に共通して言えることではないかと考

えております。このようなお話をするとよく、教育には効果測定がそぐわないとか、経済



成長のために教育があるのではないというお叱りを受けることがありますけれども、それ

はおっしゃるとおりだと思います。しかし、これだけ社会のアカウンタビリティーの要請

が強まっている中で、出せる成果は表に出し、社会に対して説明をし、理解を得ていかな

ければならないのではないかと思います。これからの高等教育財政を考えたとき、国民の

理解を得ることは不可欠ですし、大学は頑張っているのだということを証明していかなけ

ればならないと考えております。そのために、この APが果たす役割は大きいのであろう

と思っております。 

 

次のスライド、本題に

戻りますけれども、この

ような背景もあり、近年

は文部科学省だけでは

なく、政府全体として取

り組むべきものとして、

大学教育改革の議論が

各所で重ねられており

ます。中でも AP は教育

再生実行会議や日本再

興戦略で提言されたも

のを着実に実施遂行す

るための事業と位置付けられており、文部科学省のみならず政府全体においても注目され

ているものだと認識しております。 

 

 次のスライド、教育再

生実行会議ですけれど

も、明治以降、驚異的な

速さで近代化を実現し、

飛躍的な発展を遂げた

我が国を支えた原動力

としての教育の成功を、

現代社会においても、も

う一度改めて再生させ

るという願いで設立さ

れたものだと理解して

おります。APの名称にも

ある「教育再生」は我が国の再生を願う意味合いであって、今の教育が駄目だというふうに、



少なくとも個人的には思っておりません。少し話がそれましたけれども、スライドにあるよ

うに、内閣の最重要課題の一つとして、教育改革を推進するため、教育再生実行会議では９

つの提言が出されております。その中でも APは第３次・第４次提言を実行するものと位置

付けられております。ではその内容について少し御紹介したいと思います。 

 

次のスライド、教育再

生実行会議第３次提言

でございます。これは平

成 25 年５月に出された

ものですけれども、今現

在の文部科学行政にも

強く影響しております。

中でも３番、赤字でも記

してある「学生を鍛え上

げ社会に送り出す教育

機能を強化する」という

項目において、アクティ

ブ・ラーニングや学修時間、教学マネジメントなどといった平成 24 年８月の中教審答申、

『新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて』でも指摘された事項について、そ

の重要性が提言されております。 

 

 次に、教育再生実行会

議第４次提言なんです

けれども、これは平成 25

年 10 年に出されたもの

で、主に高大接続に関す

る提言でございます。後

ほども説明いたします

けれども、３番ですね。

「能力・意欲・適性を多

面的・総合的に評価・判

定する大学入学者選抜

への転換」とありますよ

うに、入試の改革も重要ですが、ここで注目いただきたいのは、新たな高大接続の形を前提

としたときの、「１、高等教育の質の向上」「２、大学の人材育成機能の強化」というもので

ございます。高校教育が変わり、大学入試も変わったとき、その受け皿の大学教育がどうあ



るべきなのかと。このスライドに挙げられているように、新たな高大接続時代における大学

教育のあり方が問われるものとして、大学関係者は高大接続改革というものを捉えていか

なければならないと思います。具体的には、ここでも触れているような、学生が身に付ける

能力などの目標と成果の可視化、それに基づく大学教育の内部質保証について取り組んで

いかなければなりません。この第３次・第４次の提言を受け、文部科学省では平成 26年度

に３つのテーマ、「アクティブ・ラーニング」、「学修成果の可視化」、「入試改革・高大接続」

に取り組む大学を支援する、大学教育再生加速プログラム（AP）を創設しております。 

 

 続いて、平成 27 年度

のテーマ、ギャップイヤ

ーについて御説明した

いと思います。恐らく AP

においてギャップイヤ

ーというテーマが設定

されたことに驚きと疑

問を感じられた方々は

少なくないかと思いま

す。事実、当時注目され

ていた、秋入学や４学期

制というものが日本再

興戦略で言及され、それを受けて、文科大臣による検討会議が開催されたなどの経緯はござ

います。しかし APにこのテーマを設定した意義は、このスライドにあるイメージのとおり

であり、単に新規なギャップイヤーを推進するためのものではなく、あくまで大学教育の質

の向上のために設定されたものでございます。具体的に申し上げますと、大学入学後のでき

るだけ早いタイミングで、受け身の学生を主体的な学生に転換していくことを重視し、質的

転換を図ろうとしている大学の取組の相乗効果を狙ったものでございました。 

 



 次のスライドに移っ

てください。大学が変わ

り、授業が変わり、そし

て学生そのものも変わ

っていくことで、大学教

育の人材養成機能の抜

本的強化を狙いとした

テーマ設定であり、この

AP にとてもなじむもの

だったと認識しており

ます。 

 

 

以上、御紹介してきた

のが平成 26 年度から平

成 27年度における APの

展開でございます。各テ

ーマに採択された大学

の先駆的な取組を支援

しつつ、AP全体として、

大学教育の一体的な改

革を推進することを狙

いとしています。こちら

は、平成 27 年度までに

AP で支援してきた取組

例でございます。また後で参考にペーパーを見ていただければと思います。 

 

 



ところで、皆様の御記

憶も新しいと思います

けれども、昨年、平成 28

年度は、先ほども御紹介

しました高大接続改革

の流れが一気に加速し

た年度でございました。

平成 20年 12月の中教審

答申『学士課程教育の構

築に向けて』以降、大学

教育改革のツールが数

多く紹介されておりま

す。それら様々な個々の改革に各大学が取り組まれており、高大接続改革の文脈の中で、そ

れらを一体的なものとしていくことが求められております。具体的には、高校までに培われ

た「学力の３要素」を引き継ぎ、一体的で組織的な大学教育がそれをさらに伸長し、社会に

送り出していくことが強く求められております。いわゆる３つのポリシーが再度注目され

たのもこういった流れからでございました。 

 

今お話ししたものを

イメージにしたものが

このスライドでござい

ます。初等中等教育と

高等教育が断絶するこ

となく、学校教育の入

り口から出口まで一貫

して社会との関係を重

視していくことが重要

とされております。 

 

 

 

 

 

 



 このような高大接続

改革の中における大学

教育改革をより推進し

ていくものとして、今年

３月に学校教育法施行

規則が改正されており

ます。いわゆる３つのポ

リシーの義務化という

ことでございます。先ほ

ど紹介した教学マネジ

メントや内部質保証に

ついて、この３つのポリ

シーに基づく教育活動と PDCA サイクルを通じて確立していくことが求められております。

大学教育改革の各種ツールを駆使して、人的資本を形成するための大学教育プログラムを

構築していくことが期待されております。 

 

こういった流れを受

け、これまでの個別の

ツール・テーマに取り

組んできた APも、今後

の大学教育改革を牽引

する事業としてリニュ

ーアルすることが求め

られました。そのた

め、この図のように、

これまでのテーマⅠか

らⅣの取組に教学マネ

ジメントや内部質保証

に関する新たなテーマ、「卒業時における質保証の取組の強化」を加え、一体的な高大接

続改革推進事業として装いを新たにしております。 

 

 



 ここまで御説明して

きましたように、APにお

いても、一体的で組織的

な大学教育の取組を求

めることとなりました。

各採択校におかれまし

ては、それぞれの採択テ

ーマに注力いただくこ

とはもちろんですけれ

ども、それをテーマ内、

そしてテーマ間の連携

を強化していくことで、

AP 全体としての一体性を打ち出していこうというコンセプトでございます。新たなテーマ

の内容は、このスライドのとおりでございます。山形大学におかれましては、このテーマⅤ

の採択校として、我が国の内部質保証の取組を牽引していただきたいと思っております。 

 

このスライドは、テー

マ内・テーマ間の連携強

化と成果の波及のイメ

ージでございます。各テ

ーマの採択校のうち幹

事校をお願いし、AP全体

の連携を強化して、我が

国全体の取組を牽引し

ていくイメージとなっ

ております。「チーム AP」

として、AP採択校のみな

らず、全国の大学の教育

改革が進み、学生や社会にとってすばらしい日本の高等教育が実現できればと願っており

ます。 

  

 



最後のスライドにな

ってしまいますけれど

も、現在、概算要求中の

ポンチ絵でございます。

評価や普及の経費も入

れて、前年度と同額の17

億円を要求しておりま

す。新たなテーマは設定

しておらず、拡大よりは

熟成の平成 29 年度とい

うことにしたいと考え

ております。概算要求に

ついては今、財務省とも交渉はしているんですけれども、税収もあまりないということで、

非常に厳しい状況になっているということを御承知おき願いますと共に、APのほうですね、

お金はもしかするとちょっと少ないのかもしれないんですけれども、大学教育の質の向上

のために頑張っていただければと考えております。文部科学省としても、わずかながら御支

援をできればと考えております。 

 

すみません。時間が

ちょっと早くなって

しまったんですけれ

ども、以上が私からの

講演でございます。最

後になりましたが、本

シンポジウムの御盛

会と取組の更なる御

発展並びに本日御出

席の皆様のますます

の御活躍を心より祈

念いたしまして、結び

の言葉と代えさせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

 


